














要約:地域から小児病院に期待される支援について知るために神奈川県内の保健所と訪問

看護ステーションにアンケート調査を行った。その結果、保健所が地域で保健、医療活動

を行う上で小児病院の役割として、教育、研修に始まり、情報の発信の場として、各種の

資料の供給源として、様々の相談の頭脳として、さらに地域での保健、医療のシステムづ

くりの核として大きな期待が寄せられていることが示された。また訪問看護ステーション

からは小児の訪問看護を進める上で保健所から寄せられたと同様の期待と同時に、在宅医

療を進めるための地域医療機関との連携や、学校教育機関への橋渡しへの関与が期待され

ていた。保健所が専門的機能強化を果たし地域の保健、医療、福祉の統合と推進を図るた

め、また在宅医療が進み慢性疾患児や長期療養児の地域でのケアを保健所や訪問看護ステ

ーションが有機的に連携して進めるため、小児病院の地域支援はますます重要性が増すも

のと思われる。


